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１．遊休農地の解消について 

（１）遊休農地の解消目標    遊休農地率 ０．２％以下を維持  

  【目標設定の考え方】 

   河内長野市農林課等関係機関との連携を強化し、早期の解消を目指す。 

（２）遊休農地解消の具体的な取組方法 

   農業委員会は、遊休農地及び遊休農地となるおそれのある農地について、随時、農

地パトロールを行い、必要に応じて、相談・指導を行う。 

（３）遊休農地の発生防止・解消の評価方法 

遊休農地の発生防止・解消の進捗状況は、遊休農地の割合により評価する。 

   単年度の評価については、「農業委員会による最適化活動の推進等について」に基づ

き行うものとする。 

 

２．担い手への農地利用集積について 

（１）担い手への農地利用集積目標  農地集積率 ２５％ 

  【目標設定の考え方】 

   河内長野市の策定した「農業経営基盤強化促進基本構想」の政策目標に基づき、担 

  い手への農地利用集積率は２５％を目標として、毎年度、集積・集約化の検証を行い 

  段階的な底上げを行う。 

（２）担い手への農地利用集積に向けた具体的な取組方法 

   農業委員会事務局は、市農林課との連携を強化し、利用権設定の促進を図る。 

（３）担い手への農地利用の集積・集約化の評価方法 

担い手への農地利用の集積・集約化の進捗状況は、農地の集積率により評価する。 

   単年度の評価については、「農業委員会による最適化活動の推進等について」に基づ

き行うものとする。 

 



３．新規参入の促進について 

（１）新規参入の促進目標  ３経営体／年 

  【目標設定の考え方】 

   若手担い手の確保・育成は必要であることから新規参入の促進を図る。 

（２）新規参入の促進に向けた具体的な取組方法 

   農業委員会事務局は、市農林課との連携を強化し、新規参入の促進を図る。 

（３）新規参入の促進の評価方法 

   新規参入の促進の進捗状況は、新規参入者の数により評価する。 

   単年度の評価については、「農業委員会による最適化活動の推進等について」に基づ

き行うものとする。 

 

 

 


